
特定福祉用具購入費支給申請に伴う留意事項                                   平成 29年 6月                                宜野湾市介護長寿課 

1.申請のタイミングについて 

①新規申請中の申請 

申請可能だが、認定が非該当で出た場合や、購入理由が適切でない場合、全額自己負

担になる可能性があります。この旨を利用者へ説明し、福祉用具販売計画書や領収書

を作成・保管しておき、認定結果通知後、申請書を提出してください。 

②更新中の場合  認定切れではないため申請可能。但し、保険者で把握できる認定調査結果の情報が 1

年近く経過しているため、申請書の理由記入欄等において、状態像変化の経緯、現状、

生活課題等を明確化した情報の落とし込みが必要です。 

2.申請書における「福祉用具が必要な理由」及び特定福祉用具販売計画書購入理由について  (1)「生活全般の解決すべき課題・ニーズ」及び「福祉用具目標」の記入について    計画書は個々の利用者の状況に合わせた内容で個別に作成されるものであるが、課
題や目標が抽象的・普遍的な内容となっているケースが多く、現在の身体状況や生

活環境等における課題、目標が不明です。これらを具体的に明記し、当該品目の購

入に至った経緯や理由を記載してください。 

(2)高額福祉用具の購入時の注意点 

家具調やウォシュレット機能付きのポータブルトイレなど、付加的な機能を有す高額

な商品に関しては、その選定理由の確認が必要です。選定理由の説明ができない場合、

算定不可となることがあるため、事前に保険者に相談するようお願いします。 

4.その他注意事項 

(1)同一種目の特定福祉用具の再購入について 

①既に購入したものが著しく破損し、継続して利用することにより危険が伴う場合 

⇒破損個所が分かる写真と説明文の添付 

②状態変化に伴い、より高機能な同一種目の福祉用具が必要となった場合   ⇒既に購入した福祉用具が使用困難である理由、状態変化の原因・経緯、他の手段
も検討した上でなお、当該福祉用具でしか対応ができない理由等の説明文書添付 

(2)ケアマネがついているが、他のサービスの利用がなく、福祉用具購入のみのサービス

利用者については福祉用具サービス計画書の提出が必須。 

計画書の内容についてはケアマネも情報を共有し、購入後の利用状況のモニタリング

についても双方にて適宜実施すること。 

(3)福祉用具販売計画書(利用計画)において、購入、貸与を問わず、利用している福祉用具

サービス全ての記入が必要です。 



 

改善が必要な内容事例

生活全般の解決すべき課題・ニーズ
(福祉用具が必要な理由)

福祉用具利用目標

【事例1】

安心して入浴し、清潔を保ちたい。

シャワーチェアを購入することで、一人で安全に入浴

することができる。転倒を予防する。

改善が必要な点

利用者の個別の生活課題(洗身行為を困難とし

ている原因等)の情報がない。

改善が必要な点

安全な入浴は共通の目標であるため、当該利用者

が目指す「安全」な状態がどのような状態なのかを示

せるとなおよい。

【事例2】

住環境を整え安全、転倒することなく安全に過ご

せるようにする。症状に合わせた適切な福祉用

具を使用いただくことで、その時に自力でできる

事の幅を広げる。

福祉用具を利用することで、出来ている生活動作を

維持しながら日常の中で動く機会を持ち、筋力の低

下を防止することを目標とします。

改善が必要な点

内容が抽象的で、個別の福祉用具導入の検討

内容になっていない。

利用者個人の生活課題の情報がない。

改善が必要な点

どの福祉用具を使用することで、どの行為ができるよ

うになるのかが具体的に示されていない。

改善例

生活全般の解決すべき課題・ニーズ
(福祉用具が必要な理由)

福祉用具利用目標

骨粗鬆症や腰椎圧迫骨折により腰痛増悪あ
り。長期入院による下肢筋力低下や眩暈も
見られ、立位での入浴困難。入院前までは市
販の椅子を使用していたが低い位置への着
座においてフラツキ見られ、腰部への負担も
大きく、転倒のリスクがある。浴室内手すりの
設置もなく、立ち座り動作に支障あり。

ひじ掛け付シャワーチェアの購入により、座位の
保持や立ち座り動作の負担やフラツキによる転
倒リスクを軽減し、入浴行為が自立して行える。

慢性関節リウマチによる関節の痛みや拘縮、
手指の変形があり、立ち上がり動作やふき取
り動作が困難な状態。介助者である妻も腰椎
圧迫骨折による腰痛、両膝変形性膝関節症
による膝痛あり、常時介助を得ることが困
難。

トイレまでの移動は可能であるため、ウォシュレッ
ト機能付き補高便座の購入により、移動・移乗な
ど残存能力を活用しながら、排せつ行為が自立し
て行える。


